




























2 0 2 0 - 2 0 2 1 年度活 動 年 表

2020年度

10月 2日（金） 学術変革領域研究（B）「組合せ遷移」交付内定

14日（水） 仮Webサイト開設

30日（金） 第1回領域会議・キックオフミーティングをオンライン開催

11月 9日（月） 本研究領域のTwitterアカウント開設

12日（木） セミナー・勉強会用のメーリングリストとSlackを運用開始

20日（金） 第01回セミナー・勉強会をオンライン開催
伊藤 健洋（東北大学、A01班）「組合せ遷移のアルゴリズム －計算困難性の証明－」

25日（水）
電気通信大学主催 産学官連携イベント「電気通信大学新技術紹介フェア2020秋～今話
題の研究テーマを紹介します～」にオンライン登壇
岡本 吉央（電気通信大学、C01班代表）「組合せ遷移アルゴリズムの産業応用に向けて」

12月 11日（金） 第02回セミナー・勉強会をオンライン開催
伊藤 健洋（東北大学、A01班）「組合せ遷移のアルゴリズム －アルゴリズム手法－」

18日（金） 第03回セミナー・勉強会をオンライン開催
大舘 陽太（名古屋大学、A01班）「独立集合の遷移について」

25日（金） 第04回セミナー・勉強会をオンライン開催
岡本 吉央（電気通信大学、C01班）「組合せ遷移と離散構造」

2021年
1月 22日（金）

第05回セミナー・勉強会をオンライン開催
戸田 貴久（電気通信大学、B01班）「有界モデル検査、SATプランニング、ネットワーク
アップデート」

2月 12日（金）
第06回セミナー・勉強会をオンライン開催
小関 健太（横浜国立大学、C01班）「3-正則グラフにおける3-辺彩色のケンペ鎖による
遷移」

19日（金） 第07回セミナー・勉強会をオンライン開催
川原 純（京都大学、B01班）「ZDDを用いた部分グラフ列挙」

25日（木） 大容量メモリ搭載計算サーバ CoRe Server 導入・運用開始

3月 1日（月） C01班に、前澤 俊一 特任研究員（電気通信大学）が着任

3日（水）
日本オペレーションズ・リサーチ学会 2021年春季研究発表会にてオンライン講演（2020
年度OR学会研究賞受賞の特別講演）
岡本 吉央（電気通信大学、C01班代表）「理論の理論への応用は理論か応用か？」

23日（火） 第2回領域会議・公開シンポジウムをオンライン開催
宇野 裕之 先生（大阪府立大学、招待講演）「Gourds: A Sliding-Block Puzzle with Turning」

24日（水） 「CoRe Newsletter」創刊号発行

30日（火） 領域Webサイトをリニューアル

2021年度

4月 1日（木） A01班に、山内 由紀子（九州大学）が研究分担者として参画

26日（月） 第08回セミナー・勉強会をオンライン開催
前澤 俊一（電気通信大学、C01班）「辺着色グラフにおける特定の性質を満たす部分グラフ」

5月 7日（金）
情報処理学会第183回アルゴリズム研究会にて招待講演（オンライン）
伊藤 健洋（東北大学、領域代表）「学術変革領域（B）「組合せ遷移の展開に向けた計算機
科学・工学・数学によるアプローチの融合」の概要と今後の研究活動について」

10日（月） 第09回セミナー・勉強会をオンライン開催
和佐 州洋（豊橋技術科学大学、A01班）「解グラフに着目した列挙アルゴリズムの構成」

24日（月） 第10回セミナー・勉強会をオンライン開催
照山 順一（兵庫県立大学、B01班）「比較回数を抑えた整列アルゴリズム」

6月 7日（月） 第11回セミナー・勉強会をオンライン開催
岩政 勇仁（京都大学、C01班）「制約充足問題に対する代数的アプローチ」

21日（月）
第12回セミナー・勉強会をオンライン開催
玉置 卓 先生（兵庫県立大学、招待講演）「SATの解空間連結性判定問題の計算複雑性に
ついて」

7月 5日（月） 第13回セミナー・勉強会をオンライン開催
宋 剛秀（神戸大学、B01班）「SATソルバーの最新動向と利用技術」

12日（月）
国際会議 The 48th  International Colloquium on Automata, Languages, and Programming 
（ICALP 2021） の併設ワークショップとして「Workshop on Combinatorial Reconfi guration, 
affi liated with ICALP 2021」をオンライン開催

12日（月） 文部科学省・日本学術振興会 令和2年度「我が国における学術研究課題の最前線 （大型
研究種目・新規採択課題一覧）」に掲載

26日（月） 第14回セミナー・勉強会をオンライン開催
野崎 雄太（広島大学、C01班）「トポロジーの視点」

8月 19日（木） JCCA-2021・離散数学とその応用研究集会2021にて、組合せ遷移のミニシンポジウムを
開催（慶應義塾大学＋オンライン）

27日（金） 「CoRe Newsletter」第2号発行

30日（月） One-Day国際ワークショップ「Combinatorial  Reconfiguration  in  Discrete  and 
Computational Geometry」をオンライン開催
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12月 6日（月）
-8日（水）

国際会議 The 32nd  International Symposium on Algorithms and Computation （ISAAC 
2021） を協賛

16日（木） 第19回セミナー・勉強会をオンライン開催
山中 克久 先生（岩手大学、招待講演）「あみだくじの列挙と遷移」

2022年
1月 6日（木）

第20回セミナー・勉強会をオンライン開催
大坂 直人 氏（株式会社サイバーエージェント、招待講演）「標的集合の遷移可能性につ
いて」

20日（木）
第21回セミナー・勉強会をオンライン開催
小林 靖明（京都大学、A01班）「組合せ最適化問題に対する多様な最適解の計算につい
て」

28日（金） 第119回人工知能基本問題研究会にて招待講演（オンライン）
和佐 州洋 （豊橋技術科学大学、A01班）「難しい列挙問題に対するアプローチ」

2月 1日（火） LAシンポジウム会誌 第78号 に特集記事「学術変革領域研究（B）組合せ遷移の展開に向
けた計算機科学・工学・数学によるアプローチの融合」掲載

3月 1日（火） 「CoRe Newsletter」第3号発行

5日（土）
情報処理学会主催 IPSJ-ONE にてオンライン講演
伊藤 健洋（東北大学、領域代表）「組合せ遷移のアルゴリズム理論 ―パズル・ゲームか
ら配電制御まで―」

6日（日）
電子情報通信学会コンピュテーション研究会にて招待講演（オンライン）
小林 佑輔 （京都大学、C01班） 「Monotone Edge Flips to an Orientation of Maximum Edge-
Connectivity à la Nash-Williams」

9日（水） 第4回領域会議・2021年度「組合せ遷移」の学生シンポジウムをオンライン開催

25日（金）
国際会議 The 16th International Conference and Workshops on Algorithms and Computation 

（WALCOM 2022） にて招待講演（インドネシア・ジェンベル＋オンライン）
伊藤 健洋（東北大学、領域代表）「Invitation to Combinatorial Reconfi guration」

2021年
9月 1日（水）

第3回領域会議・公開シンポジウムをオンライン開催
池上 敦子 先生（成蹊大学、招待講演）「ナーススケジューリングにおける解の多様性と
類似性」

1日（水） 組合せ遷移ソルバー（プロトタイプ）を公開

24日（金） YouTube「組合せ遷移」チャンネル開設
「組合せ遷移の基礎講座」動画2本公開

27日（月）
日本オペレーションズ・リサーチ学会「最適化手法とアルゴリズム」 研究部会にてオン
ライン講演
伊藤 健洋（東北大学、領域代表）「組合せ遷移への招待」

10月 1日（金） A01班に、江藤 宏 特任助教（東北大学）が着任

7日（木） 第15回セミナー・勉強会をオンライン開催
江藤 宏（東北大学、A01班）「最大誘導部分グラフ探索問題の計算困難性について」

18日（月） YouTube「組合せ遷移」チャンネル、「組合せ遷移の基礎講座」に動画3本を追加公開

21日（木）
第16回セミナー・勉強会をオンライン開催
中畑 裕 先生（奈良先端科学技術大学院大学）「有向グラフ上のトークンスライディング
問題」

11月 11日（木） 第17回セミナー・勉強会をオンライン開催
小林 佑輔（京都大学、C01班）「連結度制約付きグラフ向き付けの遷移」

15日（月）
システム制御情報学会誌「システム/制御/情報」11月号に、研究活動紹介が掲載
伊藤 健洋（東北大学、領域代表）「学術変革領域研究（B）「組合せ遷移の展開に向けた計
算機科学・工学・数学によるアプローチの融合」について」

19日（金）

第33回RAMP数理最適化シンポジウム （RAMP 2021） オーガナイズドセッション「離散
最適化の最前線 －パラメータ化アルゴリズム設計－」にてオンライン講演
小林 靖明（京都大学、A01班）「疎グラフに対するアルゴリズム的メタ定理」
大舘 陽太（名古屋大学、A01班）「グラフの幅パラメータを用いたアルゴリズム設計につ
いて」

22日（月） YouTube「組合せ遷移」チャンネルに、組合せ遷移ソルバー（プロトタイプ）の利用解
説動画を公開

22日（月） 組合せ遷移ソルバー（SATソルバーベース）「SBR: SAT Based Reconfi guration」を Web 
アプリとして公開

24日（水） 国際プログラミング競技会 The 1st Combinatorial Reconfi guration Challenge （CoRe 
Challenge 2022） 開始

25日（木）
第18回セミナー・勉強会をオンライン開催
上原 隆平 先生（北陸先端科学技術大学院大学、招待講演）「組合せ遷移問題の視点から
見たパズルの歴史」

29日（月） One-Day国際ワークショップ「Graph Theory for Combinatorial Reconfi guration」をオン
ライン開催
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8月 10日（水） 国際プログラミング競技会 The 1st Combinatorial Reconfiguration Challenge （CoRe 
Challenge 2022） の結果発表、ソルバー概要集のarXiv掲載

17日（水） JCCA-2022・離散数学とその応用研究集会2022にて、組合せ遷移のミニシンポジウムを
開催（成蹊大学＋オンライン）

9月 2日（金） One-Day国際ワークショップ「Polytope Diameter and Related Topics」をオンライン開催

14日（水） 日本オペレーションズ・リサーチ学会 2022年秋季研究発表会にて、組合せ遷移のオーガ
ナイズドセッションを開催（新潟＋オンライン）

21日（水） 「CoRe Newsletter」第4号発行

22日（木）
-23日（金）

第5回領域会議・公開シンポジウムを開催（札幌＋一部オンライン）
瀬川 悦生 先生 （横浜国立大学、招待講演）「量子ウォークから誘導される幾つかの組合
せ構造」

10月 1日（土） 江藤 宏（A01班、特任助教）が九州工業大学に栄転

17日（月） 第29回セミナー・勉強会をオンライン開催
垣村 尚徳（慶應義塾大学、C01班）「制約付きのオンライン二部マッチング」

31日（月） 第30回セミナー・勉強会をオンライン開催
木村 慧 先生（九州大学、招待講演）「遷移可能性制約をもつ彩色遷移問題」

11月 7日（月）
学術変革領域研究（A）「社会変革の源泉となる革新的アルゴリズム基盤の創出と体系化」
（領域代表：湊 真一 教授）2022年度第2回領域集会にて招待講演（京都＋オンライン）
伊藤 健洋（東北大学、領域代表）「学変（B）「組合せ遷移」での領域研究について」

7日（月）
東北大学、京都大学、中部大学、（株）明電舎による共同プレスリリース
「停電復旧の最短手順を算出するアルゴリズムを開発 ー多段融通にも対応、より広域な
配電運用への活用に期待ー」

8日（火） 電気新聞（朝刊4面 産業・テクノロジー）に記事掲載
「明電舎、東北大など　復旧最短ルート算出　大規模停電時　系統運用を支援」

14日（月） 第31回セミナー・勉強会をオンライン開催
荻原 光徳 先生（マイアミ大学、招待講演）「離散時間論理型有限力学系の不確定性モデル」

28日（月） 第32回セミナー・勉強会をオンライン開催
飯岡 大輔（中部大学、B01班）「再生可能エネルギーを主体とする電力システムの構築」

12月 5日（月） 第33回セミナー・勉強会をオンライン開催
首藤 裕一 先生（法政大学、招待講演）「分散計算理論の世界」

7日（水） 組合せ遷移ソルバー（ゼロサプレス型二分決定グラフZDDベース）「ddreconf」を C++ 
プログラムとして公開

12日（月） One-Day国際ワークショップ「Combinatorial Reconfiguration and Fixed-Parameter 
Tractability」をオンライン開催

14日（水） 国際プログラミング競技会 The 2nd Combinatorial Reconfiguration Challenge （CoRe 
Challenge 2023） 開始

2022年度

4月 1日（金）
B01班に、中畑 裕（奈良先端科学技術大学院大学）が研究分担者として参画
前澤 俊一（C01班、特任研究員）が東京理科大学へ栄転し、C01班に研究分担者として
参画

11日（月） 第22回セミナー・勉強会をオンライン開催
鈴木 顕（東北大学、B01班）「遷移最適化を用いた配電網の切替手順の算出」

25日（月） 第23回セミナー・勉強会をオンライン開催
神山 直之（九州大学、C01班）「パレート安定マッチング」

5月 9日（月）
国際ワークショップ Combinatorial Reconfi guration Workshop 2022 in Banff にてチュート
リアル講演（カナダ・バンフ＋オンライン）
伊藤 健洋（東北大学、領域代表）「Invitation to Combinatorial Reconfi guration」

10日（火）

国際ワークショップ Combinatorial Reconfi guration Workshop 2022 in Banff にて招待講演
（カナダ・バンフ＋オンライン）
川原 純（京都大学、B01班代表）「A ZDD-Based Solver for Combinatorial Reconfi guration 
Problems」

16日（月） 第24回セミナー・勉強会をオンライン開催
山内 由紀子（九州大学、A01班）「分散計算と遷移問題」

30日（月）
第25回セミナー・勉強会をオンライン開催
中畑 裕（奈良先端科学技術大学院大学、B01班）「決定グラフを用いた暗黙的部分グラフ
列挙」

6月 13日（月） 第26回セミナー・勉強会をオンライン開催
青木 敏 先生（神戸大学、招待講演）「マルコフ連鎖モンテカルロ法のための計算代数」

17日（金）
人工知能学会 2022年度全国大会 オーガナイズドセッション「AIと制約プログラミング」
にて招待講演（京都＋オンライン）
伊藤 健洋（東北大学、領域代表）「組合せ遷移への招待」

29日（水）
国際会議 The 33rd Annual Symposium on Combinatorial Pattern Matching （CPM 2022） に
て招待講演（チェコ・プラハ＋オンライン）
伊藤 健洋（東北大学、領域代表）「Invitation to Combinatorial Reconfi guration」

7月 4日（月）
国際会議 The 49th  International Colloquium on Automata, Languages, and Programming 
（ICALP 2022） の併設ワークショップとして「Workshop on Combinatorial Reconfi guration, 
affi liated with ICALP 2022」を開催（フランス・パリ＋オンライン）

11日（月） 第27回セミナー・勉強会をオンライン開催
奥村 圭祐 氏（東京工業大学、招待講演）「エージェント群のナビゲーション」

25日（月） 第28回セミナー・勉強会をオンライン開催
川原 純（京都大学、B01班）「Reconfi llion: 組合せ遷移ソルバー」

25日（月） 組合せ遷移ソルバー（ゼロサプレス型二分決定グラフZDDベース）「Reconfi llion」を 
Python ライブラリとして公開
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2023年度

4月 1日（土） C01班に、辻 俊輔 特任研究員（電気通信大学）が着任

7月 1日（土） 日本オペレーションズ・リサーチ学会機関誌「オペレーションズ・リサーチ」7月号に、
特集「組合せ遷移の世界」が掲載

10日（月）
国際会議 The 50th  International Colloquium on Automata, Languages, and Programming 
（ICALP 2023） の併設ワークショップとして「Workshop on Combinatorial Reconfi guration, 
affi liated with ICALP 2023」を開催（ドイツ・パーダーボルン）

8月 22日（火）
国際会議 The 10th International Congress on Industrial and Applied Mathematics （ICIAM 
2023） にて、「Minisymposium on Combinatorial Reconfi guration」を開催（早稲田大学＋
オンライン）

9月 13日（水）

国際会議 The 4th Asia Pacifi c Conference of  the Prognostics and Health Management 
Society （PHMAP 2023） オーガナイズドセッション「Autonomous Decision Making Under 
Complex Conditions or Situations」にて講演（東京＋オンライン）
川原 純（京都大学、B01班代表）「Algorithmic Study for Power Restoration  in Electrical 
Distribution Networks」

20日（水） 組合せ遷移ソルバー（有界モデル検査ベース）「Pygplib: Python First-Order Graph Property 
Library」を Python ライブラリとして公開

10月 30日（月） 国際プログラミング競技会 The 2nd Combinatorial Reconfi guration Challenge （CoRe 
Challenge 2023） の結果発表、ソルバー概要集のarXiv掲載

2023年
1月 16日（月） 第34回セミナー・勉強会をオンライン開催

堀山 貴史 先生（北海道大学、招待講演）「あみだくじと菱形タイリングの列挙」

2月 6日（月） 第35回セミナー・勉強会をオンライン開催
柳浦 睦憲 先生（名古屋大学、招待講演）「組合せ最適化問題に対する実践的解法」

20日（月）
-21日（火）

第6回領域会議（最終報告会）・2022年度「組合せ遷移」の学生シンポジウムを開催（仙
台＋一部オンライン）

21日（火） 組合せ遷移ソルバー用GUI「CoReViewer」を公開

3月 2日（木） 電子情報通信学会コンピュテーション研究会にて招待講演（お茶の水女子大学）
野崎 雄太 （広島大学、C01班）「組合せ遷移におけるトポロジーの視点」

20日（月） 「CoRe Newsletter」第5号発行

20日（月） YouTube「組合せ遷移」チャンネルにて、最終報告会の模様を公開
併せて、最終報告会の講演スライドも領域Webサイトへ掲載

32 33



論文出版数・産学連携研究業 績 等 の 記 録

論文出版数

本研究領域の研究参画者ら22名によって、2020年10月から2023年11月末までに、査読付き学術雑誌論
文73件、査読付き国際会議論文59件を発表しています。領域研究の強みを生かし、複数の計画研究班
による共同研究も推進しました。下表の数字は、その行と列の計画研究班に所属する研究者らが、共同で
出版した論文の件数を表しています。また、3班合同の研究成果の件数も併記しました。

産学連携研究

特許共同出願
発明の名称：電力融通システム、電力融通方法、電力融通プログラム
発明者　　： 伊藤 健洋（A01班）、鈴木 顕（B01班）、飯岡 大輔（B01班）、川原 純（B01班）、

山岡 宙太、杉村 修平、田邊 隆之、後藤 誠弥
出願番号　：特願2022-130841
出願日　　：2022年8月19日（金）

プレスリリース
2022年11月7日（月）
東北大学、京都大学、中部大学、（株）明電舎による共同プレスリリース
「停電復旧の最短手順を算出するアルゴリズムを開発　
 －多段融通にも対応、より広域な配電運用への活用に期待－」

新聞掲載
2022年11月8日（火）
電気新聞 （朝刊4面 産業・テクノロジー） 
「明電舎、東北大など　復旧最短ルート算出　大規模停電時　系統運用を支援」

2022年11月8日（火）電気新聞（朝刊4面 産業・テクノロジー）
（転載許可取得済）

A01班 16  3
B01班  3  9
C01班 10  1 31

A01班 B01班 C01班

査読付き学術雑誌論文

3班合同

A01班 16  3
B01班  5 16
C01班 10  1  8

A01班 B01班 C01班

査読付き国際会議論文

3班合同

冊子体のみ記事掲載
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研究用コンテンツ・研究参画者らの活躍業 績 等 の 記 録

研究参画者らの活躍

受賞
2020年10月 
小林 佑輔 (C01班) 
藤原洋数理科学賞奨励賞

2021年6月 
土中 哲秀、小林 靖明 (A01班)、
栗田 和宏、大舘 陽太 (A01班)　
人工知能学会 2020年度研究会優秀賞

2021年8月
岡本 吉央 (C01班)、伊藤 健洋 (A01班)、
垣村 尚徳 (C01班)、神山 直之 (C01班)、
小林 佑輔 (C01班)
FIT2020 船井ベストペーパー賞

2022年2月
川原 純 (B01班)
第20回LA/EATCS-Japan発表論文賞

2022年6月　
岩政 勇仁 (C01班)
日本応用数理学会 第18回若手優秀講演賞

2022年８月
宋 剛秀 (B01班)、Daniel Le Berre、
鍋島 英知、番原 睦則、田村 直之
国際プログラミング競技会XCSP3 Competition 2022  
Main CSP 部門 2位

2022年9月
岩政 勇仁 (C01班) 
日本オペレーションズ・リサーチ学会
第12回研究賞奨励賞

2023年3月　
和佐 州洋 (A01班) 
情報処理学会 2022年度山下記念研究賞

2023年8月
宋 剛秀 (B01班)、Daniel Le Berre、
鍋島 英知、番原 睦則、田村 直之
国際プログラミング競技会XCSP3 Competition 2023  
Main CSP 部門 2位

2023年9月
小林 佑輔 (C01班) 
日本オペレーションズ・リサーチ学会
第13回研究賞

2023年10月
鈴木 顕 (B01班) 
石田實記念財団 2023年度研究奨励賞

2024年1月
岡本 吉央 (C01班) 
情報処理学会 
2023年度コンピュータサイエンス領域功績賞

昇進
本研究領域の研究参画者ら22名を対象に、
2020年3月の応募時から2023年11月までに、
右の通り昇進がありました。

准教授 →　 教授　3名
講師 → 准教授　1名
助教 → 准教授　2名
助教 →　 講師　2名

博士研究員 →　 助教　3名

研究用コンテンツ

本研究領域で制作した研究用コンテンツは、今後もご利用いただけます。領域Webサイトにリンク集があり
ます。（ https://core.dais.is.tohoku.ac.jp/ ）

組合せ遷移の基礎講座 （YouTube「組合せ遷移」チャンネル） 全5回
アルゴリズム理論の観点から、組合せ遷移の研究を紹介しています。「これから組合せ遷移の研究を始
めてみようかな？」とお考えの方へ向けた基礎講座です。

#01 組合せ遷移問題の定義
#02 組合せ遷移問題の計算困難性
#03 組合せ遷移のアルゴリズム手法（1）
#04 組合せ遷移のアルゴリズム手法（2）
#05 組合せ遷移のアルゴリズム手法（3）

独立集合の遷移問題 （トークンジャンピング問題） のベンチマークデータ
国際プログラミング競技会CoRe Challengeで使用されたベンチマークデータ693問を公開しています。
CoRe Challengeへの投稿ソルバーとその結果も、併せて公開中です。

組合せ遷移ソルバー
計画研究B01班が開発した組合せ遷移ソルバーは、下記3種類4形式で公開しています。

C++ プログラム「ddreconf」 （ゼロサプレス型二分決定グラフ ZDD ベース）
Python ライブラリ「Reconfi llion」 （ゼロサプレス型二分決定グラフ ZDD ベース）
Python ライブラリ「Pygplib : Python First-Order Graph Property Library」 （有界モデル検査ベース）
Webアプリ「SBR: SAT Based Reconfi guration」 （SATソルバーベース）

組合せ遷移ソルバー用GUI「CoReViewer」（Windows / Mac / Linux）
GUIで操作して組合せ遷移問題を解くことができるソフトウェアです。内部のソルバーエンジンは入れ替
え可能で、ご自身の作成したソルバーをCoReViewerに組み込むことも可能です。

36 37



ニュースレター・領域 Web サイト業 績 等 の 記 録

領域 Webサイト

本研究領域の活動やお知らせは、Webサイトにも
掲載し、広くアナウンスしてきました。研究用コン
テンツへのリンク等、組合せ遷移の研究にご活用
いただける情報も掲載しています。

https://core.dais.is.tohoku.ac.jp/

NEWSLETTER 

本研究領域の活動を半年ごとに取りまとめ、ニュースレターとして発行しました。

2021年3月24日（水）　創刊号発行

2021年8月27日（金）　第2号発行

2022年3月1日（火）　第3号発行

2022年9月21日（水）　第4号発行

2023年3月20日（月）　第5号発行
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領域会議イ ベ ン ト 等 の 記 録

第3回 2021年9月1日（水）　オンライン
14:00-15:15 【招待講演】池上 敦子 先生（成蹊大学）

「ナーススケジューリングにおける解の多様性と類似性」

15:30-16:30 本研究領域の活動報告・今後の予定

第4回 2022年3月9日（水）　オンライン
  9:25-15:40 2021年度「組合せ遷移」の学生シンポジウム

16:00-17:00 本研究領域の活動について

領域会議

第1回 2020年10月30日（金）　オンライン
13:00-13:45 本研究領域の概要・計画 （伊藤 健洋）

13:45-14:30 計画研究A01班の計画 （伊藤 健洋）
計画研究B01班の計画 （川原 純）
計画研究C01班の計画 （岡本 吉央）

第2回 2021年3月23日（火）　オンライン
13:00-14:00 【招待講演】宇野 裕之 先生（大阪府立大学）

「Gourds: A Sliding-Block Puzzle with Turning」

14:30-15:00 本研究領域の活動報告・今後の予定

15:00-16:30 計画研究A01班の報告・メンバー自己紹介
計画研究B01班の報告・メンバー自己紹介
計画研究C01班の報告・メンバー自己紹介
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領域会議イ ベ ン ト 等 の 記 録

第6回 2023年2月20日（月）− 21日（火）  仙台＋一部オンライン
2月20日（月）

10:00-16:40 2022年度「組合せ遷移」の学生シンポジウム

2月21日（火） 	
9:30-  9:50 本研究領域の目的と計画

9:50-10:40 A-1. 計画研究A01班の報告（伊藤 健洋）
A-2. アルゴリズム基盤：組合せ遷移のアルゴリズム的メタ定理（大舘 陽太）
A-3. アルゴリズム基盤の隣接分野への展開
　　 A-3.1. 組合せ遷移と列挙（和佐 州洋）
　　 A-3.2. 組合せ遷移と分散計算（山内 由紀子）

11:00-11:50 B-1. 計画研究B01班の報告（川原 純）
B-2. 実装技術基盤：組合せ遷移ソルバーとその技術
　　 B-2.1. GUI 実演（川原 純）
　　 B-2.2. ZDDベースソルバー（川原 純）
　　 B-2.3. BMCベースソルバー（戸田 貴久）
　　 B-2.4. SATベースソルバー（宋 剛秀）
B-3. 実装技術基盤の配電制御への展開 （飯岡 大輔、鈴木 顕）

13:10-14:00 C-1. 計画研究C01班の報告（岡本 吉央）
C-2. 数学基盤：組合せ遷移の研究に資する数理手法
　　 C-2.1. 組合せ遷移と離散構造（小林 佑輔）
　　 C-2.2. 組合せ遷移と不変量（岩政 勇仁）
　　 C-2.3. 組合せ遷移とトポロジー（野崎 雄太）
C-3. 数学基盤のアルゴリズム的ゲーム理論への展開（神山 直之）

14:20-15:20 領域全体の報告、外部評価者による講評

2月21日最終報告会の模様は、本研究領域Webサイトにて講演スライドと動画も公開しています。

第5回 2022年9月22日（木）− 23日（金）　札幌＋一部オンライン
9月22日（木）

10:15-12:00 自由討論
　話題提供：小林 靖明 （A01班）、照山 順一 （B01班）、前澤 俊一 （C01班）

13:20-13:30 開会の挨拶、事務連絡

13:30-14:40 計画研究A01班の活動報告、研究報告
　計画研究A01班の活動報告 （伊藤 健洋）
�　Algorithmic Meta-Theorems for Combinatorial Reconfiguration Revisited （大舘 陽太）

15:00-16:10 計画研究B01班の活動報告、研究報告
　計画研究B01班の活動報告 （川原 純）
　CoRe Challenge 2022 の報告 （宋 剛秀）
　ZDDを用いた組合せ遷移ソルバーの計算量解析 （照山 順一）

16:30-17:40 計画研究C01班の活動報告、研究報告
　計画研究C01班の活動報告 （岡本 吉央）
　点素パスの遷移 （小林 佑輔）
　球面の三角形分割の彩色遷移 （岩政 勇仁）

9月23日（金）
  9:30-10:30 【招待講演】瀬川 悦生 先生 （横浜国立大学）

「量子ウォークから誘導される幾つかの組合せ構造」

10:50-11:20 この半年間の領域活動の報告

11:20-11:30 集合写真、事務連絡、中締め

13:00-14:45 自由討論
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イ ベ ン ト 等 の 記 録 I C A L Pワークショップ

16:20-17:00 [Invited Talk] Anna Lubiw （University of Waterloo, Canada）
Geometric Reconfi guration

17:00-18:00 Arturo Merino, Torsten Mütze
Effi cient Generation of Rectangulations via Permutation Languages

Hugo Akitaya, Maarten Löffl er, Anika Rounds, Giovanni Viglietta
Compaction Games

Joshua Ani, Yevhenii Diomidov, Erik D. Demaine, Dylan Hendrickson, Jayson Lynch
Reconfi guration in the Gadgets Framework

（時刻表記は中央ヨーロッパ夏時間CEST）

2021年プログラム委員会
Jan van den Heuvel （The London School of Economics and Political Science, United Kingdom）
Takehiro Ito   （Tohoku University, Japan） Chair
Jun Kawahara   （Kyoto University, Japan）
Naomi Nishimura  （University of Waterloo, Canada）
Yoshio Okamoto   （The University of Electro-Communications, Japan）

国際会議 ICALPワークショップ

第1回 2021年7月12日（月）　オンライン
参加登録 18ヵ国87名 （海外から約66%）

9:00-  9:10 Opening

9:10-  9:50 [Invited Talk] Nicolas Bousquet （CNRS, Université Lyon 1, France）
Independent Set Reconfi guration - Which Price for Locality?

9:50-10:50 Kshitij Gajjar, Agastya Vibhuti Jha, Manish Kumar, Abhiruk Lahiri
Reconfi guring Shortest Paths in Graphs

Tetsuo Asano
Finding Multiple Rounds of Transportations That Meet All Demands

Vladimir Gurvich, Matjaž Krnc, Martin Milanič, Mikhail Vyalyi
Shifting any Path to an Avoidable One

11:10-11:50 [Invited Talk] Torsten Mütze （University of Warwick, United Kingdom）
Combinatorial Generation via Permutation Languages

11:50-13:10 Takehiro Ito, Yuni Iwamasa, Naonori Kakimura, Naoyuki Kamiyama, Yusuke Kobayashi, 
Yuta Nozaki, Yoshio Okamoto, Kenta Ozeki
Reconfi guration of Envy-Free Item Allocations

Vincent Pilaud
Acyclic Reorientation Lattices and Their Lattice Quotients

James Watson, Johannes Bausch, Sevag Gharibian
Reconfi guration in the Quantum Setting: Translationally Invariant Systems

Fedor Fomin, Petr Golovach
Reconfi guration by Whitney Switches

14:00-14:40 [Invited Talk] Akira Suzuki （Tohoku University, Japan）
Combinatorial Reconfi guration Applied to Power Distribution Systems

14:40-16:00 Marthe Bonamy, Vincent Delecroix, Clément Legrand-Duchesne
Kempe Changes on Δ-Colourings

Valentin Bartier, Nicolas Bousquet, Carl Feghali, Marc Heinrich, Benjamin Moore, Théo Pierron
Some Advances Related to Recoloring Planar Graphs

Takehiro Ito, Yuni Iwamasa, Yasuaki Kobayashi, Yu Nakahata, Yota Otachi, Kunihiro Wasa
Reconfi guring Directed Trees in a Digraph

Hugo Akitaya, Matthew Jones, Matias Korman, Oliver Korten, Christopher Meierfrankenfeld, 
Michael Munje, Diane Souvaine, Csaba Toth, Michael Thramann
Reconfi guration of Connected Graph Partitions: Single Switches and Recombinations
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I C A L Pワークショップイ ベ ン ト 等 の 記 録

第3回 2023年7月10日（月） ドイツ・パーダーボルン （現地開催のみ）
参加登録 13ヵ国34名 （海外から約82%）
9:00-10:00 [Invited Talk] Marthe Bonamy （Université de Bordeaux, France）

Exploring the Space of Colourings with Kempe Changes
10:00-10:30 Takehiro Ito, Yuni Iwamasa, Naonori Kakimura, Naoyuki Kamiyama, Yusuke Kobayashi,  

Shun-ichi Maezawa, Yuta Nozaki, Yoshio Okamoto, Kenta Ozeki
Three Open Problems in Combinatorial Reconfiguration

11:00-12:30 Yusuke Kobayashi, Ryoga Mahara, Tamas Schwarcz
Reconfiguration of the Union of Arborescences
Arturo Merino, Torsten Mütze
Traversing Combinatorial 0/1-Polytopes via Optimization
Oswin Aichholzer, Man-Kwun Chiu, Hung P. Hoang, Michael Hoffmann, Jan Kynčl, Yannic Maus, 
Birgit Vogtenhuber, Alexandra Weinberger
Drawings of Complete Multipartite Graphs up to Triangle Flips

14:00-15:00 [Invited Talk] Jun Kawahara （Kyoto University, Japan）
A Practical Solver for Combinatorial Reconfiguration Problems and Its Application to Power 
Distribution Networks

15:00-15:30 Announcement: Takehiro Ito, Yoshio Okamoto, Takehide Soh, Tomoya Tanjo
CoRe Challenge 2023 Report

16:00-17:00 Nicolas Bousquet, Kshitij Gajjar, Abhiruk Lahiri, Amer E. Mouawad
Parameterized Shortest Path Reconfiguration
Takehiro Ito, Naonori Kakimura, Naoyuki Kamiyama, Yusuke Kobayashi, Yoshio Okamoto
Algorithmic Theory of Quantum Routing

17:00-17:30 Free Discussion
（時刻表記は中央ヨーロッパ夏時間CEST）

2023年プログラム委員会
Nicolas Bousquet	（CNRS, Université Lyon 1, France）
Takehiro Ito	 （Tohoku University, Japan） Chair
Naomi Nishimura	（University of Waterloo, Canada）
Yoshio Okamoto	 （The University of Electro-Communications, Japan）
Akira Suzuki	 （Tohoku University, Japan）

第2回 2022年7月4日（月）　フランス・パリ＋オンライン 
参加登録 23ヵ国114名 （海外から約65%）
9:30-10:30 Henning Fernau, Petra Wolf

A Basic Reconfiguration Problem in Automata Theory
Takehiro Ito, Yuni Iwamasa, Naonori Kakimura, Naoyuki Kamiyama, Yusuke Kobayashi,  
Shun-ichi Maezawa, Yuta Nozaki, Yoshio Okamoto, Kenta Ozeki
Monotone Edge Flips to an Orientation of Maximum Edge-Connectivity à la Nash-Williams
Volker Turau, Christoph Weyer
Sharp Upper Bounds for Reconfiguration Sequences of Independent Sets in Trees

11:00-11:40 Arun Kumar Das, Sandip Das, Guilherme Dias da Fonseca, Yan Gerard, Bastien Rivier
Complexity Results on Untangling Red-Blue Matchings
Mikkel Abrahamsen, Tzvika Geft, Dan Halperin, Yonatan Nakar
Tractability Frontiers in Multi-Robot Coordination and Geometric Reconfiguration

11:40-12:30 [Invited Talk] Catherine Greenhill （UNSW Sydney, Australia）
Markov Chains for Sampling Graphs with Given Degrees

14:00-15:20 Joshua Ani, Josh Brunner, Lily Chung, Erik D. Demaine, Yevhenii Diomidov, Linus Hamilton,  
Dylan Hendrickson, Jayson Lynch
From Gadgets to Gizmos: Generalizing Reconfiguration in the Gadgets Framework
Oswin Aichholzer, Brad Ballinger, Therese Biedl, Mirela Damian, Erik D. Demaine, Matias Korman,  
Anna Lubiw, Jayson Lynch, Josef Tkadlec, Yushi Uno
Reconfiguration of Non-Crossing Spanning Trees
Stijn Cambie, Wouter Cames van Batenburg, Daniel W. Cranston
Optimally Reconfiguring List and Correspondence Colourings
Daniel W. Cranston, Reem Mahmoud
Kempe Equivalent List Colorings

15:20-15:30 CoRe Challenge 2022: Results and Award Ceremony
16:00-16:50 [Invited Talk] Amer E. Mouawad （American University of Beirut, Lebanon）

Token Sliding is Fixed-Parameter Tractable on Graphs of Bounded Treewidth
16:50-17:30 Hugo A. Akitaya, Andrei Gonczi, Diane L. Souvaine, Csaba D. Tóth, Thomas Weighill

Reconfiguration of Polygonal Subdivisions via Recombination
Rahnuma Islam Nishat, Venkatesh Srinivasan, Sue Whitesides
The Hamiltonian Path Graph is Connected for Simple s,t Paths in Rectangular Grid Graphs

（時刻表記は中央ヨーロッパ夏時間CEST）

2022年プログラム委員会
Nicolas Bousquet	（CNRS, Université Lyon 1, France）
Takehiro Ito	 （Tohoku University, Japan） Chair
Jun Kawahara	 （Kyoto University, Japan）
Naomi Nishimura	（University of Waterloo, Canada）
Yoshio Okamoto	 （�The University of Electro-

Communications, Japan）
Akira Suzuki	 （Tohoku University, Japan）
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オンラインOn e - D a y 国際ワークショップイ ベ ン ト 等 の 記 録

2022年9月2日（金）
Polytope Diameter and Related Topics
参加登録数 28ヵ国139名 （海外から約72%）

8:30-  9:30 Hariharan Narayanan （Tata Institute of Fundamental Research, India）
A Spectral Approach to Polytope Diameter

9:45-10:45 Vincent Pilaud （CNRS and École Polytechnique, France）
Diameters of Generalizations of the Associahedron

11:00-12:00 Francisco Santos （University of Cantabria, Spain）
Small Topological Counter-Examples to the Hirsch Conjecture

14:00-15:00 Daniel Dadush （Centrum Wiskunde & Informatica, the Netherlands）
Asymptotic Bounds on the Combinatorial Diameter of Random Polytopes

15:15-16:15 Jean Cardinal （Université Libre de Bruxelles, Belgium）
Flip Graphs and Polytopes

16:30-17:30 Jesús De Loera （University of California, Davis, USA）
On Polyhedra Parametrizing ALL Pivot Rules for the Simplex Method

（時刻表記は中央ヨーロッパ夏時間CEST）
Organizer
　Yoshio Okamoto （The University of Electro-Communications, Japan）

2022年12月12日（月）
Combinatorial Reconfi guration and Fixed-Parameter Tractability
参加登録数 29ヵ国208名 （海外から約80%）

9:00-10:00 Eun Jung Kim （Paris-Dauphine University, France）
Twin-Width and Its Implications

10:15-11:15 Moritz Mühlenthaler （Université Grenoble Alpes, France）
Constraint Satisfaction Reconfi guration

13:00-14:00 Saket Saurabh （The Institute of Mathematical Sciences, India）
FPT Approximation Schemes for the Maximum Coverage and MAX-SAT Problem

14:15-15:15 Bart M.P. Jansen （Eindhoven University of Technology, the Netherlands）
Search Space Reduction Beyond Kernelization

15:30-16:30 Hans L. Bodlaender （Utrecht University, the Netherlands）
Parameterized Complexity of Reconfi guration of Small Independent Sets and Dominating Sets

（時刻表記は中央ヨーロッパ時間CET）
Organizers
　Takehiro Ito  （Tohoku University, Japan）
　Yoshio Okamoto （The University of Electro-Communications, Japan）
　Yota Otachi  （Nagoya University, Japan）

オンラインOne-Day 国際ワークショップ

2021年8月30日（月） 
Combinatorial Reconfi guration in Discrete and Computational Geometry
参加登録数 21ヵ国107名 （海外から約59%）

8:00-  9:00 Dan Halperin （Tel Aviv University, Israel）
Geometric Reconfi guration and Assembly Planning

9:10-10:10 Emo Welzl （ETH Zürich, Switzerland）
Triangulation Flip Graphs of Planar Point Sets

10:20-11:20 Hugo Parlier （University of Luxembourg, Luxembourg）
Curves, Surfaces and Intersection

13:40-14:40 Rodrigo Silveira （Universitat Politècnica de Catalunya, Spain）
Flips in Higher Order Delaunay Triangulations

14:50-15:50 Hsien-Chih Chang （Dartmouth College, USA）
Morphing Planar Metrics

16:00-17:00 Sándor Fekete （Technische Universität Braunschweig, Germany）
Coordinated Reconfi guration for Swarms of Objects

（時刻表記は中央ヨーロッパ夏時間CEST）
Organizer
　Yoshio Okamoto （The University of Electro-Communications, Japan）

2021年11月29日（月） 
Graph Theory for Combinatorial Reconfi guration
参加登録数 30ヵ国199名 （海外から約70%）

8:00-  9:00 Atsuhiro Nakamoto （Yokohama National University, Japan）
Flip Distance of Triangulation on Surface

9:10-10:10 Jakub Przybyło （AGH University of Science and Technology, Poland）
On the 1-2-3 Conjecture

10:20-11:20 Zdeněk Dvořák （Charles University, Czech Republic）
Applications of Sublinear Separator in Graph Coloring

13:00-14:00 Tomáš Kaiser （University of West Bohemia, Czech Republic）
Hamiltonicity and Toughness of Graphs

14:10-15:10 Maria Chudnovsky （Princeton University, USA） 
Induced Subgraphs and Tree Decompositions

15:20-16:20 Zi-Xia Song （University of Central Florida, USA） 
Hadwiger's Conjecture

（時刻表記は中央ヨーロッパ時間CET）
Organizers
　Shun-ichi Maezawa （The University of Electro-Communications, Japan） 
　Kenta Ozeki  （Yokohama National University, Japan）
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国際プログラミング競技会イ ベ ン ト 等 の 記 録

CoRe Challenge 2023
参加チーム数  ：7チーム（5ヵ国の所属機関）
ソルバー概要集  ：arXiv:2310.17136（ https://doi.org/10.48550/arXiv.2310.17136 ）
競技会Webサイト ：https://core-challenge.github.io/2023/

Solver部門（CPU time）

評価指標
Single-Engine Solvers Overall Solvers

1位 2位 1位 2位

到達性判定 PARIS-existent1
（@haz）

NU-ASP-existent1
（@katomasato1202）

PARIS-existent2
（@haz）

NU-ASP-existent2
（@katomasato1202）

最短遷移 NU-ASP-shortest1
（@katomasato1202）

PARIS-shortest1
（@haz）

PARIS-shortest2
（@haz）

NU-ASP-shortest2
（@katomasato1202）

最長遷移 NU-ASP-longest1
（@katomasato1202）

PARIS-longest1
（@haz）

PARIS-longest2
（@haz）

NU-ASP-longest1
（@katomasato1202）

Solver部門（wallclock time）

評価指標
Single-Engine Solvers Overall Solvers

1位 2位 1位 2位

到達性判定 PARIS-existent1
（@haz）

NU-ASP-existent1
（@katomasato1202）

PARIS-existent2
（@haz）

NU-ASP-existent3
（@katomasato1202）

最短遷移 NU-ASP-shortest1
（@katomasato1202）

PARIS-shortest1
（@haz）

PARIS-shortest2
（@haz）

NU-ASP-shortest2
（@katomasato1202）

最長遷移 NU-ASP-longest1
（@katomasato1202）

PARIS-longest1
（@haz）

NU-ASP-longest2
（@katomasato1202）

PARIS-longest2
（@haz）

Graph部門
頂点数 1位 2位

17頂点 piyopiyo
（@akkyhowa）

PARIS-graph
(@haz)

31頂点 piyopiyo 
（@akkyhowa）

PARIS-graph
(@haz)

59頂点 piyopiyo 
（@akkyhowa）

PARIS-graph
(@haz)

CoRe Challenge 2023 Organizers
Takehiro Ito  （Tohoku University, Japan）
Yoshio Okamoto （The University of Electro-Communications, Japan）
Takehide Soh  （Kobe University, Japan）
Tomoya Tanjo  （National Institute of Genetics, Japan）

Graph部門 (17頂点) の
優勝インスタンス

「組合せ遷移」の国際プログラミング競技会 CoRe Challenge

2年連続で開催した国際プログラミング競技会CoRe Challengeでは、独立集合の遷移問題（トークンジャ
ンピング問題）を対象とし、Solver部門とGraph部門の2部門を設定しました。

Solver部門では、到達性判定・最短遷移・最長遷移の3つの評価指標を設定しました。到達性判定で
は、入力される2つの独立集合が遷移可能であるかどうかを判定し、遷移可能である場合にはその遷移系
列を一つ出力します。最短遷移では、遷移可能であるときに、できるだけ短い（ステップ数が少ない）遷
移系列を出力します。反対に、最長遷移では、遷移可能であるときに、できるだけ長い（ステップ数が多
い）遷移系列を出力します。

Graph部門では、グラフの頂点数のみが指定されます。その頂点数のグラフで、最短の遷移系列ができる
だけ長くなるようなトークンジャンピング問題の入力データを作成することが目的です。

CoRe Challenge 2022 
参加チーム数  ：10チーム（8ヵ国の所属機関）
ソルバー概要集  ：arXiv:2208.02495（ https://doi.org/10.48550/arXiv.2208.02495 ）
競技会Webサイト ：https://core-challenge.github.io/2022/

Solver部門

評価指標
Single-Engine Solvers Overall Solvers

1位 2位 1位 2位

到達性判定 PARIS single
（@haz-single）

recongo
（@YuyaYamada-N）

PARIS（@haz） @telematik-tuhh

最短遷移 recongo
（@YuyaYamada-N）

@tigrisg @telematik-tuhh PARIS（@haz）

最長遷移 PARIS single
（@haz-single）

recongo
（@YuyaYamada-N）

PARIS single
（@haz-single）

recongo
（@YuyaYamada-N）

Graph部門
頂点数 1位 2位

10頂点 @telematik-tuhh @tpierron

50頂点 @tpierron PARIS（@haz）

100頂点 @tpierron PARIS（@haz）

CoRe Challenge 2022 Organizers
Takehiro Ito  （Tohoku University, Japan）
Yoshio Okamoto （The University of Electro-Communications, Japan）
Takehide Soh  （Kobe University, Japan）　

Graph部門 (10頂点) の
優勝インスタンス
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学生シンポジウムイ ベ ン ト 等 の 記 録

第2回 2023年2月20日（月）　仙台＋一部オンライン
10:30-12:00 岩政 勇仁、川原 純、◎ 前田 陽平、湊 真一 （京都大学）

独立集合遷移の隣接回数最小化問題
◎ 木村 春杜 （豊橋技術科学大学）、和佐 州洋 （法政大学）、藤戸 敏弘 （豊橋技術科学大学）
連結頂点被覆遷移問題に関する研究
◎ 斉藤 凜 （東北大学）、江藤 宏 （九州工業大学）、伊藤 健洋 （東北大学）、上原 隆平 （JAIST）
点素最短パス遷移問題に対するアルゴリズム

13:20-14:50 ◎ 村松 秀晃、金子 祐輔、前田 隼佑 （早稲田大学）、Yukihiro Murakami （デルフト工科大学）、
早水 桃子 （早稲田大学）
Tree-Childな有向系統ネットワークを作るための無向グラフの向きづけについて
◎ 飯田 礼美子、藤田 慎也 （横浜市立大学）、前澤 俊一 （東京理科大学）
Orientations for Properly Ordered Coloring in Vertex-Weighted Trees
◎ 檜 拓磨、仲田 研登 （岡山大学）
Chip-Cofi ringが強いPolygon Propertyを満たすための条件について

15:10-16:40 ◎ 平林 可意、藤原 洋志 （信州大学）、川原 純 （京都大学）、山本 博章 （信州大学）
ビンパッキングの遷移におけるバッファ最小化問題
◎ 市野 達也、川原 純、湊 真一 （京都大学）、堀田 敬介 （文教大学）
多分決定グラフを用いた変更の少ない選挙区割の列挙
◎ 山岡 宙太、川原 純 （京都大学）、伊藤 健洋、鈴木 顕 （東北大学）、飯岡 大輔 （中部大学）、
杉村 修平、後藤 誠弥、田邊 隆之 （株式会社明電舎）
ZDDを用いた停電復旧の最短手順を算出するアルゴリズム

◎は講演学生を表し、共著者には学生以外が入っても構わない

「組合せ遷移」の学生シンポジウム

第1回 2022年3月9日（水）　オンライン
  9:30-10:30 ◎ 岡田 優斗 （名古屋大学）、木谷 裕紀 （九州大学）、大舘 陽太、小野 廣隆 （名古屋大学）

グラフ上の色付きドロップ順次交換の計算量
◎ 青池 宥希 （横浜市立大学）、清見 礼 （成蹊大学）、小林 靖明 （京都大学）、大舘 陽太 （名古屋
大学）
置換グラフ上の最大独立集合遷移問題の多項式時間解法
◎ 前田 陽平、川原 純 （京都大学）
制約を緩和したトークンスライディング問題

10:40-12:00 ◎ 柳澤 佑介、鈴木 顕、田村 祐馬、周 暁 （東北大学）
グラフ彩色の最適化遷移問題について
◎ 市野 達也、川原 純、湊 真一 （京都大学）
彩色遷移ソルバーの実装と性能
◎ 小西 岳志、川原 純 （京都大学）、戸田 貴久 （電気通信大学）
有界モデル検査による全域木遷移ソルバ実装手法の提案と評価
◎ 荻野 奨太、池辺 淑子、鮏川 矩義 （東京理科大学）
船の到着時刻の不確実性を考慮したコンテナ整列問題

13:00-14:20 土井 義燿 （酒田市立第二中学校）、今野 紀雄 （横浜国立大学）、中上川 友樹 （湘南工科大学）、
佐久間 雅 （山形大学）、瀬川 悦生 （横浜国立大学）、篠原 英裕 （所属なし）、田村 駿也 （横浜国
立大学）、◎田中 優帆 （東北大学）、豊田 晃典 （山形大学）
サイクルの二乗グラフ上の乱歩における期待到達時間の解析
◎ 檜 拓磨、仲田 研登 （岡山大学）
グレイシャー対応の一般化について
◎ 伊藤 大修、山中 克久、平山 貴司 （岩手大学）、小林 靖明 （京都大学）
線形拡張の遷移問題に関する研究
◎ 堤 幸太朗、佐野 良夫、久野 誉人 （筑波大学）
Hom-Complexの連結性判定問題に対する組合せ遷移

14:40-15:40 ◎ 重信 賢直、神山 直之、木村 慧 （九州大学）
多項式時間可解なHorn ILS及びTVPI ILSにおける遷移問題の拡張に関する研究
◎ 鎌田 斗南、上原 隆平 （JAIST）
多面体の間の再折り遷移問題の研究
◎ 平林 可意、藤原 洋志、山本 博章 （信州大学）
ビンパッキング問題の遷移問題に関する研究

◎は講演学生を表し、共著者には学生以外が入っても構わない
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出前イベントイ ベ ン ト 等 の 記 録

2022年9月14日（水）
日本オペレーションズ・リサーチ学会2022年秋季研究発表会  
オーガナイズドセッション（新潟＋オンライン）
9:30-10:30 ◎ 伊藤 健洋 （東北大学、領域代表）

「組合せ遷移への招待」

伊藤 健洋 （東北大学、A01班）、◎ 川原 純 （京都大学、B01班）、中畑 裕 （奈良先端科学技術大
学院大学、B01班）、宋 剛秀 （神戸大学、B01班）、 鈴木 顕 （東北大学、B01班）、照山 順一 （兵
庫県立大学、B01班）、戸田 貴久 （電気通信大学、B01班）
「ZDDを用いた組合せ遷移ソルバー」

◎ 江藤 宏、伊藤 健洋 （東北大学、A01班）、小林 靖明 （北海道大学、A01班）、大舘 陽太 （名古
屋大学、A01班）、和佐 州洋 （法政大学、A01班）
「正則誘導部分グラフ遷移問題の計算複雑さ」

10:40-11:40 伊藤 健洋 （東北大学、A01班）、◎ 岩政 勇仁 （京都大学、C01班）、小林 佑輔 （京都大学、C01
班）、前澤 俊一 （東京理科大学、C01班）、野崎 雄太 （広島大学、C01班）、岡本 吉央 （電気通信
大学、C01班）、小関 健太 （横浜国立大学、C01班）
「球面の三角形分割の彩色遷移」

伊藤 健洋 （東北大学、A01班）、岩政 勇仁 （京都大学、C01班）、垣村 尚徳 （慶応義塾大学、C01
班）、◎ 神山 直之 （九州大学、C01班）、小林 佑輔 （京都大学、C01班）、野崎 雄太 （広島大学、
C01班）、岡本 吉央 （電気通信大学、C01班）、小関 健太 （横浜国立大学、C01班）
「無羨望マッチングの遷移」

畠山 航 （東北大学）、◎ 鈴木 顕 （東北大学、B01班）、伊藤 健洋 （東北大学、A01班）、周 暁 （東
北大学）、杉村 修平、田邊 隆之 （明電舎）
「配電損失最小化問題に対する組合せ遷移的アプローチ」

◎は講演者を表す

出前イベント

2021年8月19日（木）
JCCA-2021・離散数学とその応用研究集会2021 
ミニシンポジウム（慶應義塾大学＋オンライン）
10:35-11:05 伊藤 健洋 （東北大学、領域代表）

「組合せ遷移への招待」

11:05-11:35 中畑 裕 （京都大学）
「Reconfi guring Directed Trees in a Digraph」

11:50-12:20 岡本 吉央 （電気通信大学、C01班）
「単位円配置の遷移 ― 連続的な組合せ遷移」

12:20-12:50 鮏川 矩義 （東京理科大学）
「整凸多面体の組合せ的直径とその周辺」

2022年8月17日（水）
JCCA-2022・離散数学とその応用研究集会2022 
ミニシンポジウム（成蹊大学＋オンライン）
10:50-11:20 江藤 宏、伊藤 健洋 （東北大学、A01班）、小林 靖明 （北海道大学、A01班）、◎ 前澤 俊一 （東京

理科大学、C01班）、大舘 陽太 （名古屋大学、A01班）、和佐 州洋 （法政大学、A01班）
「木における誘導マッチング遷移」

11:20-11:50 ◎ 儀間 達也 （名古屋大学）、伊藤 健洋 （東北大学、A01班）、小林 靖明 （北海道大学、A01班）、
大舘 陽太 （名古屋大学、A01班）
「Algorithmic Meta-Theorems for Combinatorial Reconfi guration Revisited」

14:00-14:30 ◎ 仲田 研登 （岡山大学）
「組合せゲーム理論　ニム・佐藤のゲームとinsetゲーム」

14:30-15:00 Takehiro Ito （Tohoku Univ., Group A01), Jun Kawahara （Kyoto Univ., Group B01), 
Shin-ichi Minato （Kyoto Univ.), Yota Otachi （Nagoya Univ., Group A01), Toshiki Saitoh （Kyushu 
Institute of Technology), Akira Suzuki （Tohoku Univ., Group B01), ◎ Ryuhei Uehara （JAIST), 
Takeaki Uno （NII), Katsuhisa Yamanaka （Iwate Univ.), Ryo Yoshinaka （Tohoku Univ.）
「Computational Complexity of Ball/Water Sort Puzzles」

◎は講演者を表す

2021年、2022年組織委員会
伊藤 健洋（東北大学）
岡本 吉央（電気通信大学）
垣村 尚徳（慶應義塾大学）

組織委員会
伊藤 健洋（東北大学）
岡本 吉央（電気通信大学）
塩浦 昭義（東京工業大学）
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出前イベント・特集記事イ ベ ン ト 等 の 記 録

特集記事

日本オペレーションズ・リサーチ学会
機関誌「オペレーションズ・リサーチ」　68巻7号（2023年7月号）
特集「組合せ遷移の世界」

伊藤 健洋 （東北大学、領域代表）、岡本 吉央 （電気通信大学、C01班代表）
「特集にあたって」

伊藤 健洋 （東北大学、領域代表）
「組合せ遷移に関する最近の研究」

川原 純 （京都大学、B01班）
「Reconfi llion―組合せ遷移ソルバー―」

大舘 陽太 （名古屋大学、A01班）
「組合せ遷移のアルゴリズム理論」

岩政 勇仁 （京都大学、C01班）
「彩色遷移問題から制約充足遷移問題へ」

岡本 吉央 （電気通信大学、C01班）
「離散幾何・計算幾何に現れる組合せ遷移」

鈴木 顕 （東北大学、B01班）
「最適化遷移を用いた配電網の切替手順の算出」

2023年8月22日（火）
10th International Congress on Industrial and Applied Mathematics （ICIAM 2023） 
ミニシンポジウム （早稲田大学＋オンライン）
17:40-18:05 Takehiro Ito （Tohoku University, 領域代表） 

Invitation to Combinatorial Reconfi guration

18:05-18:30 Irene Parada （Universitat Politècnica de Catalunya, Spain）
Geometric Algorithms for Modular Robotics

18:30-18:55 Colin Defant （Massachusetts Institute of Technology, USA） 
Toric Promotion and Permutoric Promotion

18:55-19:20 Nicholas Williams （Lancaster University, UK）
Triangulations of Cyclic Polytopes Through the Lens of Reconfi guration

Organizers
　Takehiro Ito  （Tohoku University, Japan）
　Yusuke Kobayashi （Kyoto University, Japan）
　Yoshio Okamoto  （The University of Electro-Communications, Japan）

組合せ遷移の理論フレームワークを共
に提唱した Erik D. Demaine 教授 (アメ
リカ・MIT) とも再会

これらの記事は、日本オペレーションズ・リサーチ学会の
Webサイトにて、2024年7月以降どなたでもご覧頂けます。

https://orsj.org/?p=5944

掲載号の表紙 
(転載許可取得済)
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